
編集・発行
小平市教育委員会教育総務課
〒187-8701
東京都小平市小川町2-1333
小平市役所5階
TEL 042（346）9568

令和元（2019）年6月15日発行
（年4回発行）

小平市
第 号

◆http://www.city.kodaira.tokyo.jp
　トップページ「子ども・教育」－「教育委員会」－
　「教育行政資料（教育目標、各種会議録・報告など）」 だよりだより

142 小平市ホームページ

スマートフォン用

ぶるべー

「学校における教員の働き方
改革」を推進しています
「学校における教員の働き方
改革」を推進しています
「学校における教員の働き方
改革」を推進しています

小 平 市
教育委員会は
小 平 市

教育委員会は
小 平 市

教育委員会は

※文化部活動は、「小平市立学校に係る文化部活
動の方針」が策定されるまでは、「小平市立学校
に係る運動部活動の方針」に準じます。〈指導課〉

　小平市教育委員会では、スポーツ庁が平成30
年３月に策定した「運動部活動の在り方に関する
総合ガイドライン」に則り、「小平市立学校に係る
運動部活動の方針」を策定しました。
　今後、各中学校でも、それぞれの
学校の活動方針をつくります。
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生徒にとって望ましいスポーツ環境を構築する。
ねらい1

ポイント2
１ 活動時間の設定活動時間の設定活動時間の設定

２ 休養日の設定休養日の設定休養日の設定

３ 一定程度の休養期間の設定一定程度の休養期間の設定一定程度の休養期間の設定

●平日　２時間程度
●休日　３時間程度
●平日　少なくとも１日　
●休日　少なくとも１日

●夏休み、冬休みは一定程度長期の休養期間を設ける。

（休養日を確保できなかった場合は、
他の日に振り替える）

　社会の変化に伴い、学校が抱える課題が複雑化・多様
化する中で教員の長時間勤務による負担が問題視されて
います。教員は、学校において日々子どもたちと向き合
い、一生懸命教育活動を行っています。「子どものため
に」という強い使命感と責任感から「どんな長時間勤務
も良し」とする働き方は教員を疲弊させ、教育活動の質
にも関わる重大な問題となっています。
　こうした教員の働き方の実態を踏まえ、小平市教育委

員会では平成30年７月に学校における働き方改革に関
する検討委員会を設置し、勤務環境の改善を検討してき
ました。国や東京都教育委員会の動向を踏まえつつ、検
討を重ね、平成31年３月に「小平市立学校における働き
方改革推進プラン」を策定しました。
　今後、このプランに基づき学校における働き方改革を
推進し、教員一人ひとりの心身の健康保持の実現と学校
教育の質の向上を図ります。　　　　　　　　〈指導課〉

小平市立学校における働き方改革推進プランの概要小平市立学校における働き方改革推進プランの概要小平市立学校における働き方改革推進プランの概要
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❶在校時間の適切な把握と意識改革の推進
❷教員業務の見直しと業務改善の推進
❸教員を支える人員体制の確保
❹部活動による負担の軽減
❺ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組

❶管理職・教員の長時間労働に対する意識改革
❷管理職・教員のワーク・ライフ・バランスの実現
❸管理職・教員の心身の健康維持
❹学校業務の整理と最適化
❺教育活動の質の向上
❻保護者・地域の方の理解促進

令和元年度における取組
❶出退勤システムの導入
❷コミュニティ・スクール（ＣＳ）の拡充
❸スクール・サポート・スタッフ配置支援事業の拡充
❹部活動指導員の配置
❺文化部活動に関する方針の策定
❻保護者や地域に向けた「働き方改革推進」の周
　知啓発
❼メンタルヘルス対策

■週あたりの在校時間が60時間以上
の教員の割合

　小学校：37.3％　中学校：62.5％

■一般的な教員の勤務時間
　８時15分〜16時45分
　（学校によって多少前後します。）

教員の勤務実態

ご存知ですか？ 教員の勤務時間

　今年度は、令和２年度から使用す
る小学校教科書の採択の年にあたり
ます。

採択までの流採択までの流れれ
　教科書採択にかかる事務について
は、適正かつ公正に採択が行われる
よう、教育委員会４月定例会で、令
和２年度使用小学校教科用図書採択
方針を決定しました。
　採択方針では、「採択は、教育委員
会が自らの責任と権限において、適
正かつ公正に行う」、「教育委員会の
教育方針及び学習指導要領を踏ま
え、専門的な調査研究を行う」、「児
童及び地域の実情に十分配慮する」
の３項目に留意して、総合的に判断
し、教科書の採択を行うものとしま

した。また、採択を適正かつ公正に
行うために、小平市立小学校教科用
図書採択要領および同細則を定めま
した。
　教科書の採択にあたっては、まず
学校関係者によって構成される小平
市立小学校教科用図書調査部会で調
査・研究を行い、その結果を報告書
としてまとめます。
　報告書は、学校関係者、保護者代
表および学識経験者によって構成さ
れる小平市立小学校教科用図書審議
委員会に提出され、学習指導要領の
目標などを踏まえ、さらなる調査・
研究が行われます。
　小平市立小学校教科用図書審議委
員会でまとめられた調査・研究の結
果は教育委員会に報告され、教育委

小平市の教員労働時間把握のための調査より
（平成29年度実施）

※週あたりの在校時間60時間は、いわゆる
「過労死ライン」相当の労働時間

員会定例会において、教育委員会が
採択を行う予定です。

図書館で教科書見本本を展図書館で教科書見本本を展示示
　現在、市内５館の図書館において
教科書の見本本の展示を行っていま
す。あわせてアンケートを行い、保
護者や市民の方からご意見をいただ
きます。

日　程
渇中央図書館…７月１日（月）まで
渇大沼図書館…６月18日（火）まで
渇小川西町図書館・喜平図書館・花
小金井図書館…６月18日（火）〜
７月１日（月）
※全館毎週金曜日および６月20日
（木）は休館。さらに中央図書館は
６月17日（月）から６月19日（水）
の間も休館。
※東京都教育委員会においても教科
書展示がされます。詳しくは、東
京都教育委員会ホームページをご
確認ください。

問合せ　指導課　☎042（346）9572

令和２年度から使用す令和２年度から使用するる
小学校教科用図書　　　小学校教科用図書のの

採択につい　　　　　　　採択についてて

■週あたりの平均在校時間
　小学校副校長：64時間39分
　中学校副校長：63時間43分
　小学校教諭　：54時間52分
　中学校教諭　：60時間16分

　一般的な教員の勤務時間以外に、勤
務時間前後の登校指導、部活動、保護
者との連絡、学習評価などの業務があ
り、勤務時間内に収まりきらない業務
を抱えているのが現状です。
　勤務時間外における教員の負担を軽
減するために働き方改革の取組を進め
ていきます。
　保護者・地域の皆さまのご理解・ご
協力をお願いいたします。


